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PAS及 び 皿Bl投 与時の肋膜膣滲出液中濃度

を中心 とした研究

第1報EPAS-Naに ついて

国立中野療養所(所 長 春木秀次郎博士)

河 合 潔

(昭和27年1月8日 受付)

(本 報告の要 旨は第26回 結核病学会総会 において報告 した)

1緒 言

薬剤の肋膜腔内 よりの吸収,或 いは逆 に血申 より肋膜

滲捉液 申への透過 に関 してはMayeの(1913),Pinner2)

(1930)等 により種々な薬剤で以て検 討 され たところであ

るが,近 年に至 りパ ラア ミノサ リチル酸 ナ トリウム(以

下パ スと略)が 発見 され,こ れが結 核性膿胸 の治 寮及び

予 防に応用 されんとす るに際 し,肋 膜腔内注入時の滲出

液中パ 宍濃度の推移並びに内服時の肋膜滲出液 中への透

過状態を明らか にす る必要性 を生 じた。

しか るに本 問題 に関す る研究は未だ少な く,ASch-

mitzundJ・Warwer3)の 肋膜 炎及び結核牲 膿胸患者に

おけ る肋膜滲 出液中パ ス濃度 に関す る報告(1951年3月),

及び第2お 回結核病学会において発表 され た遠藤等4)の

i報告のみであるe

私は昭和25年8月 来18名 の結核性膿胸及び9名 の

"

策1表 実験患者のA"K療 法開始 侯ての経過
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気胸性肋膜 炎につ き肋膜 滲ll腋,1血 液及び尿 中のパ ス濃

度を測定 し,結 核性膿 胸の治療及び予防に関す る若干 の

知見 を得たので報告す る。

∬ 検査材料及び測定方法

1)検 査 材 料

検査の対称 となつ た患者は次の27名 でパ ス療 法開始 ま

での経過 は第1表 の ようである。

肋膜腔内注入には予め滅菌 したパ スモ リンを注入直前

蒸溜水に溶 解 して用い,内 服にはパ スモ リン錠剤を使用

した。

2)測 定 方 法

測定法は(i)Dickens◎n&1〈eUy氏 法5)(以 下D-K

法 と略称)及び(ii)KIylle&Newh◎u8eG)氏 法(以下彫 丼

法 と略称)に よつ た○ 一

註(i)D-K法

A法;血 清2eeに 蒸溜水

2rcと10%三 塩化酷酸2ce

を加 え濾過,濾 液2eeに30

%苛 性 ソーダ0.25ecを 加え,

その後 ヂアゾ試薬(氷 冷 した

1%ス ルファニール醜の10%

塩酸溶液に,10%亜 硝酸 ソー

ダを沃度澱粉反応が丁度陽性

になる迄加え,こ れに少量の

1%ス ルファニ■一・・ル酸 を加え,

該 反応 を 陰性 に した もの)

O.25eeを 加 うれば直 ちに紅色

が出現す◎ これ を同様に して

発色せ しめた標準溶液と比色

1舞 2馨 得 2簿 1等 29

駐:1)気 胸 。肋膜炎 。膿胸は連続 的に起つているが,表 においてはそ

れ ぞれの期間を別 々に記入 したe例 えば例2に おいては気胸7

ケ月後肋膜炎 とな り,更 に7ケ 月後膿胸 とな り,膿 胸1年2ケ

月 よ リバ スを使用 し始 めた¢

2)例1及 び例5は 湿性肋膜炎 よ り膿胸 に移行 した例で・膿胸 に移

行 した時期は明 らかでない ため膿胸発見 からの期間 を示 した◎

28

す ◎

〕}法;尿1伽 に10%塩

化 カル シウ ム数滴 と,3N一 ア

ンモ ニア少 量 を加 え,pH8～

9と し濾 過,濾 液 と洗瀞 液 を
く

10%塩 酸 にてpl-12と な し,

10%塩 化第二鉄2滴 を加え,。

標準液 と比色すの
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私は殆ん ど原法 に従っ たが多少の改変 を行つた。す な

わちA法;{イ)膿 は血清 に準 じ上清 を用い た。(V}沃度澱粉

反応の実施法の詳 細は原著 に記載がない。そ こで20cc

の スルフアニール酸 溶液 に2。5%ヨ ー ドカ リ(ヨ ー ドの

遡雛 していない もの)Iceと1%澱 粉溶液2滴 を加 え

たところ既 に淡青色 の弱陽性反応 を呈 し,こ れに10%

亜硝酸 ソー一・ダ1滴 を追加 したのみで強陽性 となつた。 し

か もこれにxル フア ニール酸5ccを 加 うるも陰性化せず。

また一方原著者 によれば過剰 の亜硝酸 ソーダは血清 と呈

・ 色反応 を示す ためダその最 少量 を用 うべ きであるといわ

れるか,私 の笑験 では亜硝酸 ソ■一ダの量が0.266以 下 と

なる場合には,重 要 なパス自体の発色度が低下す ること

を知つたため,私 綜 常にスル フア:一 ル酸20ecにO・2ee

の亜硝酸 ソーダ(当 日調製 したもの)を 加 えヂアゾ試薬

とした。ω比色は全ぺ てデ≧ボスク比色計 によつた。た

だしこの際生 じた色 と濃度が比例関係 にあることを確 め

るためには,別 に プル ワ リッヒ比色 計を用いて吸光係数

を求め,こ れ と標準液 の濃度 との関係 を求めた◎ その結

果は第2表 及び第1図 の如 く,両 者間に直線関係が成立

することを確 めた。

第2表

拘懸酸緩衝液(拘 旛酸39.49を188eeの2N翫OHに

溶解 し,蒸 溜水 に て250ccと な す)を 加 え,さ らに

2%パ ラヂメルア ミノペ ソツアルデ ヒ ド酒糊 容液2ecを

加 うれば オレソヂ色が 出現す。 これ を比色す◎本法 にお

いて も膿中パ ス濃度 の定量には膿上清 を使用 した。 その

他 は原法通 りである。また本法 におけ る吸光係数 と濃度

との関係は第3表 及び第2図 の如 ぐである◇

第2図
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第3表

濃 度mg%1・ 51i・ 2・lS・

吸 光 係 数1…41・ ・26}・Z461・8・1・ ・98

濃 度mg%

吸 光 係 数

・12・5

0.46 0.83

5

1。54

10

2.90

註:Cliv.ette;1.Oem,Filter;S.47
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←}標 準 液 は パ ス モ リ ソ1.389/dlを1,000mg%と

した。 これ は パ スモ リンが2分 子 の 水 を含 む ナ トリウム

塩の た め であ る2)。

B法;尿 中濃 度 の測 定 に は 本 法 を使 用 した ◎ 但 し10ec

の尿 を東 洋濾 紙No.2で 濾 過 後,蒸 溜 水 に て洗 濫 し全量

を20eeと な し,其5eeを 用 い 発色 せ しめ た。又 標 準液 は健

康 人尿 にて2倍 に稀 釈 し,両 者 間 の差 を僅 少 な ら しめ た 。

註(ii)K-N法

篠酸 塩 加血 液05ee及 び脳 脊 髄 液1eeを 蒸 溜 水 にて

7ecに 薄 め,パ ラ トル オ ール ス ル フオ ン酸(209/100ec

O2・NIICl)3¢ ¢を加 え,5分 後 濾過,濾 液5ecに1¢ ¢

註 二Clivette;LOcη ～,Filter:S。43

以上 の2方 法の中,第9,10表 はK-N法,他 は全ぺ

てD。K法 に誌 つた。D-K法 の特徴は操作繁 雑であるが

アセチル型 も同時 に測定出来 る◎K-N法 は操作簡便 で試

料 も少 くてよいが,遊 離型 パスしか測定 できないQ

・ 皿 研 究 成 績

1)膿 胸腔 内注入 パスの滲出液中濃度の推移と血液及

び尿への移行について

(A)膿 中濃度 の減少状態は第4表 の如 くで,完 全排

膿及び生理 的食塩水洗溢後 パスを胸腔 内に注入 した。送

気 はなるべ く避けたが,陰 圧が過度 となつた場合 または

出血 した場 合等 は最少限 に送気 した。 また1瓦 注入例は

排膿 も送気 も行 なわ なかつた。第3図 には第4表 の内よ

り10瓦 の3例 と5瓦 の2例 を示 した。

即 ち第3図 の如 く濃度曲線には個人差が著明であるが,

20%50ce注 入 よりも10%100ee注 入の方が注入後3時 間

内の濃 度の減 少が急速でな く長時間高濃度が保たれ る。

(B)パ ス注入時 の血 中濃度は30分 乃至1時 閥が最

高 で,以 後 は次第 に低下す る。10瓦 例では一般に濃度 の

低下が遅 く,24時 問後 において もO。5～1.8gm%の 濃度

が見 られ る(第5表 及第4図)。

(C)膿 胸腔 内に注入 され たパ スは,注 入後3時 間乃

至5時 問において最 も多量に尿 中に排泄せ られ る。パ ス

投与量に対す る24時 聞の排泄%は 例1を 除 きいずれ も90

%以 上に及 び,全 般的にみて局駈注入パ スの尿 中排泄は

極めて艮好 といえる(第6表)。 さらに第6表 の4例 につ

き尿中排泄曲線 を第5図 に示 した。tll等の中で20%注 入例

一29一
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第4表 膿中濃慶の時間的経過 に於ては・注入後1時 聞の排泄量が他

症 例 踏 日 注 繊i塒 問3時 問5時 間塒 間瞬 間148繭 例に比嚇 に大なる点が注目される・

例 ・1署〆 迦{・・y(・・%)B3・g,・12・78・j2・5・8i…2・i5261U7

2F ../xiレ(〃 小U・{777「 厩5「 圃 朔

EEJ6L.iti}/・(・/)ll3・6・ ・2・ ・8・2・・7…45・

〃(〃mPt,・ ・14・・・・ ・・…

026

4135・宜

・梁レ/ヨ

47・i…{

〃(2・%小 帥 姻9・ ・1・2・16・}

1Qq平 均値 4・襯 ・a5s!i・444 786126・}

2)膿 中濃度 の個人 的差異 について

(A)血 申濃度及び尿 申排泄量との

関係(第7表)

2510瓦 を同 じく10%100ccに して注

入 した場合に膿 中濃度の推移には第7

表の如 く・個人差が大 きい場合があ り,4

」血液及び尿 中濃度において もまた同様

goで あるが,24時 間後膿 中濃度差 の大w.

易「 ・}r-'Xil5gb(5%小 ・28・「 痂「「扇・1妬2巨28

5P多/衣 レ(〃)H2・ ・8…48…26・8761246iaS

59平 均値 ,1・ ・68・ …9・i・ …5i669い87

26L"M」1と 例2に つき洞 時に血液及び

尿 中濃度を示せぼ第6國 の通 りである。

即ち第6図 の如 く,24時 間後膿 中濃

37度 の低 い例 にお い て ぱ,特 に1,3,6時 間

醗 ㌢kli2緬%)1・ ・52・96・90`gt・158・1・6・

荊 童 い9(・ ・%)iSSt"1　 1きと ・・31831・91

pt_,il!¥嘘 〃(〃)1・42團7・
6・1・sl・ ・9

1y平 均値
1}2・3・4419・172[ユgi・ ・9

駐 茸 単位 α脚%

第3図 膿 申濃度 曲線
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値が低 く,他 方その間 の血中濃度及び29

尿 中排泄量 は例1よ りも高い点が注目

0・8さ れ る◎更に両者 の排泄総量を比較す

うに・例1の6・483mgに 対 し例2は

6.858mgで 明らか に後者が大である。

以上 は極端 な場合についての検討で

あるが他 の例4,例19に おいて もいず

れ も例2と 類 似の傾向が認められ る。

故 に本実験 例に関す る限 り24時間後膿

中濃度の高い ものは尿中への排泄が遅

く,且 つ排泄量 も他 より小 である。

(B)滲 出液瀦溜期聞の長短と膿中

パ ス濃度の推 移との関係

上述 した如き膿 中濃度の個人的差異

の一原因 と して滲 出液瀦溜 の長期化に

伴 う胸壁肋膜 め肥厚が考え られ るので,

10瓦 注入例 において膿 中濃度24時 間

値 と滲描液瀦溜期間 との関係 を求めたo

その結果は第8表 の通 りであつて,す

なおち膿中濃度24時 聞値 は滲出液瀦

溜期問の長い もの程一般 に高いことが

分 る。 このことは膿瀦溜の長期化に伴

う肋膜 のパスに対 する透過性の減退 を

示す ものと思われる。

3)注 入時のパス濃度の差異 と

鯉噸 膿中濃度 の推移 との関係

第5表 血 中濃度の時間的経過

症 刎 注 入 量 30分 ・馴2㈱ 3時 間

例 ・i・ ・9(・0%)

2レ(〃)
15・6い5・ ・17・215・4

5時 間 7時 間 12時 間 24時 間

19・ ・i・8・ ・ い2・2i…21

5・215・21・ ・61・ ・7

31〃(〃)
13・ ・i・4・61

_童3」5・4

8・gigl57・31 5・・ 卜

2・2L過

1・,9

一30-一
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4 109(10%)
13・2

91 〃(20%) 1
109平 均"値

9.3

7。3

16・8

ll6・7

例 1 5ρ(5%)

侃i4・313・7

16・8

3・71・ ・8{・4

i4・512・sl2遵 」 ・・2

1・2・4}8・2

ii4・ ・18・6

sl〃(〃)
11・ ・8

5g平 均 値

16・6

13・6 {2・8

lg・ ・14・ ・

12・gi8・8

例 ・gl

例 7

19

2.59(5%)
Il3・2

lg(10.%)

7.5

15・314・41・ ・7

!α5

i・ ・2

12・8i2・ ・}2・ ・

13・212・31

3・81

13・ ・

3。0

1・ ・7

1・ 司 ・・5

2・6{2・ ・ ・・71・ ・6

… い ・・1・ ・81・;51

Il4・Sl2・5い ・2i・ ・51

〃(〃) 5.1

19平 均 値 」`r9

一
2・・-1・ ・gl・ ・5} 1

{

1
.駐:単 位 はmg%

第4図 血中濃度曲線

、'り

第5図 尿 中排泄曲線

2争嚇 搾

父
レ へ ま

、

馨,,,5__一

第6衷 パ スの尿 中排泄 について
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/〃 ・ ρ ←ノ 9ナi・ 刈
1櫛 泡 ㍗

8876ρ !7ノ ∫ /〃 ノ3 /〃 ヲ3 891 〃9 〆〃
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∠タ〃ρ 孟760 2.7ダ0 8〆3 878 7ン砦 /∫ノ 1

9η 7〃9 1ラ.グ

俳灘吻 〃 腔 ∠366 /ク ←7 8タ〃 〆!F クノノ
,

ク争7

!08手 均f直
　 ゆ

じ擁物
i雛 池 ワ

!、チoo

一

∠32F ∠ノ〃 ノ〃2 ノ22 ク% ノ〆〆
∠〃タ9 ∠80・ 9升

レ〃7砦 ∠夢86 !捗7 !〃0 ク〃 ク脅♂ 7ρ♂
一置

イ5・lly 篇 ケ〆夕幻
.濃1簗 考一

俳 雄吻

ノ27 7夕0

而

9タ〃

一 一

舛.ダ 3∫6

一

3∫! 3`
∠ρ〃7 2'32 97

芝少ダ 子88 92/ ∫フ← 3?2 よ26 !2♂

ノ騒 イ ーノ
濃度物 `7 グ26 /,∬ ダ 12∫ 27' ノ外 夢ノ

/〃 を9 3ゲ ノ3 96
排 建㌘ クデ 83∫ !!呼 8δ5脚 2ク£ 2ク9 〃 『3・

一 馳 一

.夕3手 均 随
.乏題 物

醒

/η クo野 ∠2夕2 ∬タ 3〃 2よ3 噸」夢

一

…

,!〃 〃 フ∫〃♂
認

97
卜

排 認 階 〃'o 8〃 /、ρ 〆3 〃 〃 33チ 3♂8 ノダタ一

個 内

一 一

漏 2㌘綱
濃疫物

一

35一9

一一一

∫8ク 6ρ8 ノ2` ノ7
タ2ノ ノ ク23

蓼

95"
排 池㌘ タ〃 夕% ダ91 !% !ク

噸

旨

駐;i)排 泄%は 捌 世総量を扱・SPALCLNa申 のPAS風(投 与燈の72・5%)で 割 り第出 し旗

2)%時 間後尿には笠2時閥後 よ り24時間後に至 る間の夜間乃至早朝 廉を含 む

一一一・31一

実地応 用に際 し同一瓦 を如何 なる濃

度 にて注入 した方が,24時 問後乃至48

時間後の濃度 を高 くす ることが できる

かを知 るため,同 擁 列について5gを

4%,10%,25%に して注入 した(第9

表及び第7図)。

第7図 の如 くこの例においては膿中

濃度は高濃 度で注入 したもの程,注 入

後1～3時 間内に急速 に濃度が低下 し

以後は逆 に低濃度 で注入 した場合が比

較的濃度が高 く持続 し48時 間後 にな

つて,殆 ん ど同濃度 となつた◎すなわ

ち実質的 には低濃度 で注入 した場合が

高濃度 で注入 した場令 よ り濃度の高い

時聞が長い。 また血 中濃度
ま

は高濃度注入時の方が,1・

時聞値 が高 い◎尿中濃度 も

ほぼ同様である。また以上

の所見は10gを10%と して

注入 した場合及び20%と し

て注入 した場合 においで も

常 に認め られ たところであ

る。
暉4)経

口服用時の肋膜腔

内への移行

パ ス錠剤10gを5時 問々隔

にて,1日 聞 だけ3回 に分

服せ しめた場 合の血 中及び

肋膜液 中濃度は第10表 及

び第8図 の通 りである◎ こ

の場合 はK謡 法 によ り遊

離型 パ スのみ を測定 した。
壷

㌔
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第7表 膿 中濃度 差 と血 中濃度及び尿 中排 泄 との関係

旋 鰍 査日

例1

2

22/
/

/噸

/

6/
〆

注入飛 曙3・ 到 ・
2 3 5

1279

(11) 刎 排涯繊

10ノ
膿中濃度

i3・92・{

　

2・78012・518
ii・・2・526…i

血 〃{5・6・5・ii7・215・415・215・21 ・・61・ ・7

10%尿 中排 泄
541 7Uli・424・ ・3321931i・ …31927

10ノ
膿噸劇

1・ ・1・・1
・771625

mg

6,483

26gl"

19・ ・li8・ ・1・2・2i…2i・215・41
2・21・ ・8 6β58

、

血 〃

/皿 ■o「 尿中撒 {…431
2,0201,030 98・{594i136ig55

、、/、 。,遡 壷 」 囲 12・ ・8・12・・8・1
・訓62・

3
～

血 〃13・ ・i・4・6i&9i&5i・ ・315・ ・i
1・ ・9

6,693

'X

/ 叫
{　 …-… ㎜…w"㎝ 一}㎜}一

尿中撒{22・ll1綱 ・・蜘 矧9ユ21928!248
心

4

-

/
25ヂ

泣/

一

、。,膿 中灘i}5廼14卿 劃iL璽 ・}…一
血 〃 ⊥ 竺i73}6・ ・i4・3137!3・7!1・3{・ ・4 6,847

}10%1尿 中擁i5㏄1・ ・7・51・劃 ・圃89・i879鰯

11

1

し

109

20%

_㎝ 一 一 一{{晶 一… ㎜㎜一

膿中塑 ⊥」7訓 瞳1鰯nl72「 訂

血 〃

壺一

7,119

　

la3i6・8レ6・8i4・5{2・51251}・2ia5

尿 中排 泄 ・・1741i・ ・366t1瑚69・}6・4}78・ 催7
1

註:11時 間後 の膿 中濃度は,便 宜上12時 間後の所 に記入 した

(噛欝

i8

ノρ

第6

瞬
}

図 膿 中濃度差 と血中濃 度及び尿 中排泄量 との関係
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ノ

&
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銅
も
,

・

鋼1∈=二驚
量

融2「 ← 樹 蔽
1=は濃磯漣

、'_;。 二.≧ 二」 〉

/38-{一 ザ ー一t2=::::::-r=iils,Ire5隔 を1日 お きか ら2日 お き とした と こ

第8表 膿 中濃 度 差 と滲 出 液 継続 期 間 ろ,2週 聞 後 諸症 状 は次第 に消槌 した。

二二や
、
冷

ミ

ご

、
、、

ざ

、翫き
要』＼

この よ うに4例 共大体血中濃度に近

いパ ス濃度 を滲出液 中に証明したが,

肋膜腔内への移行時聞 には個入差があ

り例6と 例21は 早 く,他 は遅い。

5)副 作用と血中濃度及び尿中排泄

との関係

症例1に おいて,治 療開始後19日

目よ り38。Cか ら39。Cの 弛張熱,嘔

心,鼻 出血,頭 痛等が見 られた。 よつ

て投与量を5覧 にすると共に,注 入聞

症 例 検 査 日 排麗 塒 問微 幡 劇 繍 鯛

例3誓 レ く薪 176cc

122

62・mg%}27ケ 月

濯 ・58{526〃 123ケ 肱 上 は第1俵 の働 である。

以上 の発熱,鼻 娼 血等 の 副 作 用 は

Madigan7)等 の記述 と一致 している。

この場合の血 中濃度及び尿 中排泄状況

4筆/烈 ・2311・ ・ 〃

rk「コ[・"〃

1・・ケ月

2

ユ9

6

ニ
ー1

1
178

1・6ケ 月

60〃 2ケ 月

駐:1)症 例1は 湿性肋膜炎 よ り膿胸に移行 した例で,膿 胸 となつ

て初めて発 見 したため23ケ 月以上 とした

2)症 例ユ8は肋膜炎 を起 して より2ケ 月の もので滲 出液 は未 だ

漿液性であ る。

一32一

すなわ ち最 高血 中濃度に達する時聞

が正常時 より遙かにお くれ,ま た長時

間高い濃度が保 たれ,24時 間後 におい

て もなお11.Om9%(正 常1・8mg%以

下)の 値 を保つている。また尿中排泄

も正常時 よ り遙かに遅延 してい る◎ し
び

か し24時 閥内の排泄総量は6・479mg

で第4表 の正常時の場合と大差はない。
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第9裳 注入濃度の差異力膿 中濃度に及ぼす影響

'姻 検翻 ＼ 時闘＼ ・12

/

測

/

♂
議

膿膿 劇 ・・6・・綱 剛 棚1

血 〃 5・sl7・ 司6・ ・li・・】

尿暢泄⊥ 聖

レ 司 膿申澱2馴

編

2亀%

庫

4…
//

〆 堰
ノ 〆

1

膿 〃1鶴6・ ・U67・ …「 ㌫L壁

血 〃1乞51a2{翫8}4・ ■ α7目

尿 中撒122・1・ 脚 鯛628}7・81・ ・51

駐:膿 中 ・血 中濃度の単位はmg%,尿 中排泄 量の単位 はmg

第7

(廉)鱒f嫡)
(膿)穐%〃
∫御ρ

ゴ鼻ρ

》3pav

を2

財2

P

図 ・注入濃度の差異 が膿 中濃度に及 ぼす影響
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第10表

なお この例 のよ うにバ スが血申に長 く

3169・2124璽 灘 灘 誌螺窪鰭 誓

145・1・45119`s.s緻 に過 ぎないため,轍 媚 題}とし

1・・sllた いと思 う・

82575綱 爾i6農 講 与による滲出液棚

…6・lIS…5414・ 治療 の目的}こて排灘 澱 パ ス注入

を連 日或 いは1日 乃至2日 聞隔で3週

以上継続 した9例 でみ ると,6例 にお

いて は毎回の排膿時 の膿申濃 度に大差

はなかつたが,残 りの3例(例1,例

4及 び例5)に おいては治療開始時に

高 く,そ の後は次第 に濃度 の減少を来

した(第12表)◎

1日 量パ ス10瓦 の内服 を継続 した

5例 中,2例(例18,例24)で は濃度が

・増加 し,2例(例25,例27)で は特 に変

化な く,1例(例23)で は減少 した。こ

の最後 の例はパス服用中に滲出液が消

偲 した例で,初 めは8.1my%で あつた

が,約5週 後 には0・9mg%と な りさらに

尿WFsWi1ケ 月 して滲出液 は完全 に消観 した◎

】V考 按

測定法に関 してはSchmitz等 り に

よれ ば,最 も正確な方法はアノLデヒ ド
ダ

耀鯛 試薬に よる もの(すなわちK-N法)で

経 日服用時の肋膜腔 内への移行

症 例 検査目

一

初回服用 より
L刎 ・劇2時 塑 醐6時 間18剛 ・・劇 ・2劇24時 間

分 服時 より il3・分1・醐2時 間避 璽瞳 問踵 叫 ・劇2剛 鶏 酉
畠

養1
一 ㎝ → 一→ 一 叩

例6

8、

/
一 ⊥a2い」

】旺 血 〃

憐:
ノ

1.0 3.1 1.5 0。7

微量i徳 0.8

1.32.0 1。0

1.2

2.8 0。83.31.3微 量

　

3.411.5
}

/

2溜/膿"1
/

2.512.7

3.5 2.02.2 2'㌔ 微量

1.3}5.1
1

2.1 3・5i・ ・5 微量

/皿 血"
2.2 3.4 1・oio・8

3.3 5.5 0.7

3.5
了2

.83.03。Oii激 量

…

8

/

20/
/

/壼
/

膿 〃
1[

1陣 量1微 跡

し

微量i乞6 2.8
l

I一 牌一 一

血' 2.0

』 一 一 一_騨 一

2.5

1
島512.0 3β 3.2

L2

榊 胡{…一 一

季

L3

1 一
註:微 量 とあ るはO・5mg%以 下 にて測定不能の揚合であ る

一33～
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第8図 バス1.Ofi経 口服用時の肋膜腔内への移行 あ む,次 は塩化第二鉄 によるもの(D・

ぐ/＼ ＼＼、三 雲 慧 藤羅:
灘!ヂ ア ゾ反 応 に よ る方 法 はSchmitzも

Ul,IC//,・tk,if… …鰻 難 蝶
LehUn=nxx8)も 推奨 してい る◎

第 ユx表 副作用時 の血 中濃度 及び尿 中排 溝 健康肋膜の水溶性 物質 に対す る透過

日 付}注入〆＼ 響1瑚 ・123571gl・2{24性 娘 好なること及び透過は渤 鋤

・3翫 ゴー5・1:…5i5・218・21i7・ ・122・明 ・9・21・… 灘 繍 嫌 二濃 騨 ξ監

9・r郷9・}1細 脚 され たところであるが
,膿 炎乃至膿…X離i作 用}尿㈱{96口49・

22/lie,y血 横 郵 ・麟ユ5・・i7・2{5・45・25・211・61・7胸 に羅患 した膿 で も注入薬物に対 し

,」豊 耀購 世ド ・45い7・　ユ御 墨 世927欝 鼎 畠麗 言1㌔燈
6
XI:鵜離…ど穿 ÷ 論 一i謬灘 購鷺 懸塁　鰯
詫:血 中濃 度 の 単 位 演mg%,尿 甲排 泄 はrw.aで あ る 度 な るほ ど,注 入 後1乃 至3時 問値 の

ノ な

第12表 濃度の低 下が著明である点 より想像 さ

れ る(第9表)◎ 従つて膿 申 パ ス 濃 度
膿 巾 残 存 ・ぐ ス 濃 度

症 ∵ 入∵ 綱 腋
5{ヱ・{・512噺3・圃5・ 毒籔 窪受t霧欝 は纐

例 ・(、⑪%1痴4曝 騨247111卵 返鰻 欝 縢 離 讐璽
1で あ る

。Mayeri)は 気 胸 性 肋膜 炎患 者21(・融 〔の12…55413・5837132
に_ド_服 させたりヨヂピソ

3厩 恥4827441・ ・li23i2211緩 畿 り撫 雛 腔纏 き

4幽 鋤24卸56126
:74罐 撫 齢}聖 黙 讐

5(一 の48129忽9143i30騰 撚 蹴 嶽 灘

li価 タ㌦)481・59い15雛 耀1躍 簾 撒 諺

・3ぐ2∴ 耽)㌧ 幽2774・4814・!74・43膜 透過性は瀧 して㌧sた(第胤

一lDyeS)は 臨 床 的 に は パ スの 濃 度が1

asX6
(25//諭48∵58蛎 媚 雌 核菌の蒲 を阻 で

蜘誰 紐)48『3・ ・5126k2{識t糠 鰯 慧 羨・

羅,:(レ 位.嬬 乙.離 型パ スでなけれ ばならないといつて

⇔ × 何 河目とはバ ス注入後 の排膿 した回数で,そ れぞれ注入 間隔 い る。その意味で私 は 内 服 の場合は

後 の膿 中濃度 を示すge例 えば例1で は1圃 目の パス注入後,48K-N法 によつて遊離型パスを測定 し

時聞9iの 漉度 は4&如 μ%で,5回 目の パス注入後48時 間後濃 た(第10表)◎ また もし彼の説が正 しけ

度は33Vms%の 如 しasれ ば1瓦 注入48時 間後 の濃度では第1

-34



4)パ スによる結核性膿胸の治療 に際 し,同 瓦 なら比

較的低濃度 で分量 を多 くして与 えた方が,高 濃度で分量
ボ

を少 な く与えるよ りも膿 胸腱 内濃度の急激 な変化が少な

喫,却 つて比較的高い濃度が長時間持続す る。

(終 りに臨み御指導を賜つ た春木所長並 びに馬場治賢

先生 に深 き感謝 の意 を表 します)

・ 交 献

註:1)単 位:my%

2)各 数 値は通常第1回 分服2時 間後のパ ス濃度

であ る

表のよ うに不足 で,1瓦 ならば毎 日注入するか或いは2・5

瓦以 上を1日 おきに反覆注入すべ き ものであろ う。

v結 諭f

ユ)膿 胸腔内に注入 したパ スは注入後,速 やかに血 中

及び尿中に移行 し,24時 間内 には89～98%尿 中に排泄

せられ る◎

2)パ 茎注入時 の膿 中濃度の推移には個入差が大であ

る。その一原因 には,滲 出液瀦溜の長期化 に伴 う肋膜透

過性の減退が考え られ る◎

3)パ スを1日10瓦 経 口投 与 した場合は,4例 と も

ほぼ」血申濃度 に近づいた◎ただ しその移行速度及 び移行

濃度には個人差が ある。 催
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